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雪
の
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

　

２
月
９
日
か
ら
２８
日
に
か
け

て
「
八
幡
平
・
安
比
ゆ
き
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
た
後
、
２
日
間
に

わ
た
り
八
幡
平
エ
ン
ジ
ョ
イ
雪
合

戦
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内

外
か
ら
4８
チ
ー
ム（
約
４
３
０
人
）

が
参
加
し
、
優
勝
を
目
指
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

１７
日
に
は
八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
パ

ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
で
、
リ
フ
ト
券

な
ど
の
景
品
が
も
ら
え
る
宝
探
し

や
雪
上
フ
ラ
ッ
グ
が
、
２３
・
２4
日

に
は
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
で
雪
だ

る
ま
装
飾
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。同
会
場
で
は
、夜
に
約

１
０
０
０
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ

る
冬
花
火
が
行
わ
れ
、
ナ
イ
タ
ー

に
訪
れ
た
ス
キ
ー
客
ら
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

凍
り
つ
い
た
滝
を
観
賞
す
る
七

滝
氷
瀑
ツ
ア
ー（
表
紙
参
照
）や
、

馬
が
引
く
ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

乗
っ
て
遊
ぶ
焼
走
り
・
冬
馬
雪
遊

び
な
ど
、
雪
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
多
く
の
人
が
訪
れ
、

雪
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

八幡平・安比
ゆきフェスティバル

1_雪だるまの飾り付けが完成。満足の出来に笑みがこぼれます 2_力作がずらりと並びまし
た 3_飾り付けながら会話が弾みます 4．６_お宝を目指して走る子どもたち 5_景品をゲッ
ト。家族みんなで頑張りました 7_リフト券が景品の旗を目掛けて飛び込む子どもたち

8_オープニングセレモニーで行われた餅まきでにぎわう会場 9_雪玉が飛び交い、真剣勝負が繰り広げられました １０
_気合十分の松尾野球スポーツ少年団 １１_会場内をお散歩中のアルパカ（アル君）に会えて大喜び １２_限られた時間で雪
玉制作に汗を流す選手たち １３_馬が引くスノーチューブを楽しむ子どもたち １４_冬のゲレンデで眺める花火は格別

Hachimantai Appi Yuki Festival 2019
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がんと診断されるのが怖い

　がんは今や、不治の病では

ありません。医学の進歩によ

り、がんの治癒率は着実に上

がってきています。

　例えば、胃がんや乳がんは、

早期発見・早期治療すること

ができれば、右表のステージ I

期の通り生存率が１００％近く

になります。

健康に自信があるから大丈夫

　がんは無症状であることが多

い病気です。

　また、さまざまな要因で発病

するため、どんなに気を付けて

いても、完全に防ぐことはでき

ません。

自分はきっとがんにならない

　日本人が生涯のうちにがんに

かかる可能性は２人に１人とい

われています。

　がんは誰もがかかる可能性が

あり、日本人の死亡原因が最も

高い身近な病気です。

■　

が
ん
は
市
民
の
死
因
第
１
位

　

平
成
２８
年
度
の
八
幡
平
市
民
の
死
亡

者
４
４
４
人
の
う
ち
、
が
ん
が
原
因
で
亡

く
な
っ
た
の
は
１
２
８
人
で
し
た
。
が
ん

は
、
市
民
の
死
因
で
最
も
多
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
肺
が
ん
と
大
腸
が
ん
が
多

く
、
２
つ
で
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
が
ん
は
、
検
診
を
受
け
る
こ

と
で
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
死
亡
率

を
減
ら
す
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。【
図
１
】

　

が
ん
に
か
か
る
人
の
約
３
割
は
4０
か

ら
64
歳
の
働
き
盛
り
の
世
代
で
す
。
4０
歳

（
子
宮
頸
が
ん
は
２０
歳
）を
過
ぎ
た
ら
、
定

期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
、
が
ん
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

■　

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
低
い

　

国
で
は
、
が
ん
検
診
受
診
率
5０
％
以
上

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
市
の
が
ん

検
診
受
診
率
は
、
最
も
高
い
大
腸
が
ん
検

査
で
さ
え
、
３８
・
５
％
と
目
標
値
を
大
き

く
下
回
り
ま
す
。【
図
２
】

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
生
存
率
が
高

ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
と
思
い
込
ま
ず
、
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

区分 種類 対象 検査内容

ミ
ニ
ド
ッ
ク
健
診
（
❶
～
⓫
）

総
合
健
診
（
❶
～
❾
）

午
後
か
ら
健
診
・
夕
方
健
診
（
❶
～
❽
）

❶国保30代健診 ３０歳～３9歳の市国保加入者 血圧、尿検査、血液検査、腹囲測定、心電図、

眼底検査、貧血検査、推算糸球体ろ過量検査

など❷特定健診 ４０歳～7４歳の市国保加入者

❸長寿健診 75歳以上 血圧、尿検査、血液検査など

❹骨祖しょう症検診
２０、 ２5、 ３０、 ３5、 ４０、 ４5、 5０、 55、 6０、 65、

7０歳の女性

かかとの骨密度を調べます

※骨粗しょう症治療中の人は受けられません

❺肝炎ウイルス検査 ４０歳以上で今まで検査を受けたことがない人 血液検査

❻肺がん検診
４０歳以上 胸部レントゲン検査

5０歳以上で問診で必要と認められた人 喀痰（かくたん）検査

❼大腸がん検診 ３5歳以上
便潜血検査（専用の容器に２日分採取して提

出する検査）

❽前立腺がん検診 5０歳以上の男性
血液検査

※前立腺疾患治療中の方は受けられません

❾胃がん検診 ４０歳以上
胃部 X線検査（バリウムを飲み、胃内部をX線

で撮影）

❿子宮頸がん検診 ２０歳以上の偶数年齢に該当する女性 内診、細胞診検査、超音波検査

⓫乳がん検診 ４０歳以上の偶数年齢に該当する女性 マンモグラフィ（乳房X線検査）

■　自分はがんにならないと思っていませんか？

▶特定健診、国保３０代健診は、平成３２年3月３１日時点の年齢、長寿

健診は健診受診日の年齢、がん検診などは、３１年4月１日時点の年

齢となります。

▶大腸がん検診を受ける際には、次の配布場所から専用容器を事前

に受け取り、採便をして、検診日に持参してください。

《配布場所》健康福祉課、西根・安代両総合支所、田山支所、各コミ

ュニティセンター（荒屋・田山を除く）、松尾鉱山資料館

心疾患 77

肺炎 52

脳血管疾患 45

老衰 21

事故 16

その他 105

死亡者 444
（単位：人）

がん 128

肺がん 29

大腸
がん 24

すい臓
がん 12

胆のう
がん 10

肝臓
がん 8

胃がん 6

乳がん 1

子宮頸
がん 1

その他 37

死因がん 128
（単位：人）
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【図２】平成28年度八幡平市がん検診受診率 【図１】平成28年度八幡平市民の死因と死亡者数と各種がんの内訳

平成28年度岩手県保健福祉年報（人口動態編）より引用

■　健診（検診）の内容
健診（検診）は、総合健診、ミニドック健診、婦人科単独の子宮頸がん・乳がん検診、忙しい人でも受診

しやすい午後から健診・夕方健診の4つに区分されます。対象や検査内容は下表の通りです。

ステージ（※２） Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

胃がん生存率 95.0％ 68．8％ ４２．8％ 9．０％

乳がん生存率 100.0％ 95．7％ 8１．6％ ３5．２％

5年相対生存率（※１）　がんと診断された場合に、治療でどのくらい生命を救えるか

を示す指標。がんと診断された人のうち5年後に生存している人の割合が、日本人全

体で5年後に生存している人の割合に比べてどのくらい低いかで表します。１００％に近

いほど治療で生命を救えるがん、０％に近いほど治療で生命を救い難いがんであるこ

とを意味します。

ステージ（※２）　がんの広がり具合（進行度）はステージ（病期）で表されます。数字が

大きいほど進行度が高くなります。

胃がん・乳がんの臨床期別5年相対生存率（※１）

あ
な
た
の

笑
顔
を
守
り
た
い

受
け
よ
う

が
ん
検
診

日本人の2人に1人が、がんにかかり

生涯でがんで死亡する確率は、

女性15％（7人に１人）、男性25％（4人に１人）

（国立がん研究センター最新がん統計より引用）
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■　

「
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
」
と
は

　

言
葉
に
課
題
が
あ
る
幼
児
一
人
一
人

に
応
じ
た
計
画
を
立
て
て
個
別
の
指
導

を
定
期
的
に
行
い
、
言
葉
の
発
達
を
支

援
す
る
教
室
で
す
。

　

平
成
２７
年
８
月
に
開
設
。
こ
れ
ま
で

に
64
人
の
子
ど
も
た
ち
が
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。

■　

早
期
対
応
が
大
切

　

言
葉
の
問
題
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
人
と
関
わ
ろ
う
と
し
な
く
な
っ

た
り
、
意
思
や
要
求
が
う
ま
く
伝
わ
ら

な
く
て
情
緒
不
安
定
に
な
っ
た
り
、
学

習
に
も
影
響
し
た
り
す
る
な
ど
、
の
び

や
か
な
成
長
を
妨
げ
る
誘
因
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

早
期
に
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
上
達

も
早
く
、
正
し
い
発
音
で
み
ん
な
と
楽
し

く
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■　

開
設
場
所
と
開
設
日
時

【
西
根
総
合
支
所
教
室
】　

▼
対
象　

西
根
・
松
尾
地
区
の
幼
児

▼
開
設
日
時　

毎
週
㈪
・
㈬
・
㈮
午
前

9
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
安
代
小
学
校
教
室
】

▼
対
象　

安
代
地
区
の
幼
児

▼
開
設
日
時　

毎
週
㈫
午
前
9
時
か
ら

午
後
２
時
ま
で

※
指
導
時
間
は
１
回
45
分
程
度
で
、
１

対
１
の
個
別
で
指
導
し
ま
す
。

■　

通
級
を
希
望
す
る
場
合

　

保
育
所（
園
）、
幼
稚
園
に
在
籍
し
な
が

ら
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に
こ
と
ば
の
教
室

に
通
う
こ
と
を「
通
級
」と
い
い
ま
す
。

　

通
級
を
希
望
す
る
場
合
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
指
導
課
ま
た
は
通
っ

て
い
る
保
育
所（
園
）、
幼
稚
園
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
言
葉
の
発
達
具
合
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
る
と
き
は
、
教
育
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

■　

小
学
校
入
学
後
は

　

大
更
小
、
松
野
小
、
安
代
小
の「
こ

と
ば
の
教
室
」で
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
言
葉
の
発

達
に
関
わ
る
相
談
に
加
え
、
学
習
や
生

活
、
就
学
に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
し

ま
す
。

■　

問
い
合
わ
せ
先

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
指
導
課

（
☎
・
内
線
１
４
３
２
）

▼
幼
児
こ
と
ば
の
教
室【
西
根
総
合
支

所
教
室
】（
☎
７6
・
２
１
１
１
）

　正しいはっきりとした発音には、口や舌の動きや形

がとても重要な働きをしています。幼児ことばの教室

では「口の体操」や「舌の体操」などを通して動きや形が

よくなるように練習をします。また、一人一人の課題

に応じて、舌の真ん中から息を出すことができるよう

にする「ストロー吹き」、広がった柔らかい舌にするた

めの「おせんべい舐
な

め」といった練習もします。ご家族

には練習を見てもらい、ときには一緒に練習すること

で、子どもの頑張りを感じ取ることができます。他に

も話し方の練習や、絵カードを使って言葉の数を増や

すなど、一人一人に応じた指導を心掛けています。

▶
ス
ト
ロ
ー
吹
き

▶
お
せ
ん
べ
い
舐
め

遠藤 秀
ひ で こ

子 指導員

（西根総合支所教室）

気軽にご相談ください

▶「おかあたん」など言葉を置き換える

▶「き」や「し」などが不明瞭

▶言葉がつかえて話しにくそう

▶人と会話することをためらう

とばこ幼児ことばの教室

??子どもの言葉

こんな様子ありませんか

■　

健
診
で
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ

　

が
ん
検
診
以
外
に
も
、
市
は
国
民
健
康

保
険
加
入
者
を
対
象
に
特
定
健
診
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
身
体
計
測
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
な
ど
を
行
う
基
本
的
な
健
診
で
、

自
覚
症
状
の
無
い
ま
ま
進
行
す
る
生
活

習
慣
病
や
そ
の
前
兆
で
あ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
な
ど
、
目
に
見
え
な
い
自
分
の

月 日 曜  受付時間 健診（検診）区分・種類 会場

4 １8 木  7:００ ～ 9:３０ 総合 市役所多目的ホール棟

２３ 火  7:００ ～ 9:３０ 総合 大更コミセン

２４ 水  7:００ ～ 9:３０ 総合 大更コミセン

２5 木  7:００ ～ 9:３０ 総合 大更コミセン

２6 金  7:００ ～ 9:３０ ミニドック 大更コミセン

5 9 木  7:００ ～ 9:３０ 総合 田頭コミセン

１０ 金  7:００ ～ 9:３０ 総合 田頭コミセン

２０ 月  9:００ ～ １０:００ 子宮頸がん・乳がん 田山コミセン

２１ 火  7:００ ～ 9:３０ 総合 松尾コミセン

２２ 水  7:００ ～ 9:３０ ミニドック 松尾コミセン

２３ 木  7:００ ～ 9:３０ 総合 田山コミセン

２４ 金  7:００ ～ 9:３０ 総合 田山コミセン

２7 月  7:００ ～ 9:３０ 総合 舘市コミセン

２8 火  7:００ ～ 9:３０ 総合 浅沢コミセン

２9 水  7:００ ～ 9:３０ 総合 畑コミセン

３０ 木  7:００ ～ 9:３０ 総合 細野コミセン

６ 1 土  9:００ ～ １０:００ 子宮頸がん・乳がん 市役所多目的ホール棟

１３:３０ ～ １４:３０

６ 木  7:００ ～ 9:３０ 総合 平舘コミセン

7 金  7:００ ～ 9:３０ 総合 平舘コミセン

9 日  7:００ ～ 9:３０ 総合 市役所多目的ホール棟

１9 水  9:００ ～ １０:００ 子宮頸がん・乳がん 平舘コミセン

１３:３０ ～ １４:３０ 田頭コミセン

２０ 木  7:００ ～ 9:３０ 総合 寺田コミセン

２１ 金  7:００ ～ 9:３０ 総合 寺田コミセン

２２ 土  9:００ ～ １０:００ 子宮頸がん・乳がん 柏台小学校

１３:３０ ～ １４:３０ 寺田コミセン

２9 土  7:００ ～ 9:３０ 総合 柏台小学校

7 1 月  7:００ ～ 9:３０ 総合 市役所多目的ホール棟

4 木  7:００ ～ 9:３０ 総合 安代地区体育館

5 金  7:００ ～ 9:３０ 総合 安代地区体育館

６ 土  7:００ ～ 9:３０ ミニドック 安代地区体育館

１２ 金 １３:３０ ～ １5:００ 午後から健診 市役所多目的ホール棟

１7:００ ～ １9:００ 夕方健診

２8 日  9:００ ～ １０:００ 子宮頸がん・乳がん 市役所多目的ホール棟

１３:３０ ～ １４:３０

１０ ２０ 日  9:００ ～ １０:００ 子宮頸がん・乳がん 市役所多目的ホール棟

１３:３０ ～ １４:３０

２7 日  7:００ ～ 9:３０ 総合 市役所多目的ホール棟

体
の
中
の
状
態
を
知
り
、
そ
の
結
果
を
健

康
管
理
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
月
に
対
象
者
が
い
る
世
帯
に「
特
定

健
診
・
が
ん
検
診
の
健
診（
検
診
）票
」を

郵
送
し
ま
す
。
健
診
日
程
を
確
認
し
、
忘

れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■　

国
保
以
外
の
被
扶
養
者
も
受
診
可

　

国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
制

度
に
加
入
し
て
い
る
被
扶
養
者（
家
族
）

で
、
4０
歳
か
ら
７4
歳
の
人
は
、
市
で
実
施

す
る
集
団
健
診
会
場
で
特
定
健
診
を
受

診
で
き
ま
す
。

　

受
診
す
る
際
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
受
診
券
と
保

険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は

不
要
で
す
。

■　健診（検診）の日程

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
（
☎
・
内
線
１
０
８
５
）

▶ミニドック健診で子宮頸がん検診・乳がん検診のみを受けることもできます。

　その場合の受付開始時間は、午前7時ではなく午前８時からになります。

▶ １０月は混雑が予想されますので、7月までの受診をお勧めします。

健診（検診）票と保険証を忘れずにお持ちください。
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◎
第
68
回
県
中
学
校
、
高
等
学
校
ス
キ
ー

大
会（
1
月
１２
～
１4
日
、矢
神
飛
躍
台
ほ
か
）

【
中
学
男
子
】◇
距
離
▼
5
㌔
ク
ラ
シ
カ

ル　

❸
安
保
大ひ

ろ
た
か空（
松
尾
）▼
5
㌔×

4

リ
レ
ー　

❷
松
尾（
岩
渕
泳え
い
と人
、
安
保
大

空
、
中
軽
米
大
地
、
宮
﨑
椋り

ょ
う
へ
い

平
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　

❶
成
田
健
太（
安
代
）❷
吉

田
翔と

あ愛（
安
代
）❸
伊
藤
煌こ

う
が牙（

松
尾
）

◇
学
校
対
抗
得
点　

❷
松
尾
❸
安
代

【
中
学
女
子
】◇
回
転　

❸
工
藤
瑞
歩（
安

代
）

◇
大
回
転　

❶
工
藤
瑞
歩

◇
距
離
▼
3
㌔×

3
リ
レ
ー　

❸
松
尾

（
佐
々
木
莉り

ら良
、
森
風ふ

き

こ

姫
子
、
山
本
千ち
づ
る鶴
）

◇
学
校
対
抗
得
点　

❸
松
尾

【
中
学
共
通
】◇
複
合　

❶
成
田
健
太
❷
伊

藤
煌
牙
❸
吉
田
翔
愛

【
高
校
男
子
】◇
回
転　

❸
新
田
雅
人
（
平

舘
）

◇
大
回
転　

❶
下
川
原
涼
太（
平
舘
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　

❶
小
林
龍た
つ
な
お
尚（
盛
岡
中
央
、

松
尾
中
卒
）

◇
複
合　

❷
小
林
龍
尚

◇
学
校
対
抗
得
点　

❸
平
舘

【
高
校
女
子
】◇
回
転　

❸
木
村
夏な

み海（
平

舘
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

◇
大
回
転　

❸
宮
野
莉
胡（
盛
岡
農
、安
代

中
卒
）

◇
距
離
▼
5
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル　

❶
滝
沢
日

菜（
盛
岡
南
、
安
代
中
卒
）

▼
5
㌔
フ
リ
ー　

❶
滝
沢
日
菜

▼
3
㌔×

3
リ
レ
ー　

❶
盛
岡
南（
滝
沢

日
菜
ほ
か
）

◇
学
校
対
抗
得
点　

❸
平
舘

◎
第
71
回
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技

会
・
国
体
少
年
種
別
選
手
選
考
会（
１
月

１9
・
２０
日
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）

【
男
子
】◇
大
回
転
▽
少
年　

❷
下
川
原

涼
太
▽
成
年
B　

❶
小
船
勝
巳（
荒
沢
運

送
）▽
成
年
D　

❷
山
崎
幸
夫（
安
比
高
原

S
C
）▽
成
年
F　

❶
伊
藤
浩
（
安
代
ス

キ
ー
協
会
）▽
成
年
G　

❷
田
村
幸
男（
松

尾
ス
キ
ー
協
会
）

◇
距
離
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
成
年
B
１０
㌔　

❷
八
幡
和
樹（
山
金
組
）❸
高
橋
涼（
荒
沢
運

送
）▽
成
年
H
5
㌔　

❷
畠
山
庄
五
郎（
八

幡
平
リ
ゾ
ー
ト
）
▽
成
年
I
5
㌔　

❷
安

保
時
雄（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
成
年
J
3

㌔　

❶
工
藤
英
雄（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
少
年　

❷
成
田
健
太
▽
成

年
B　

❷
永
井
陽
一（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）

❸
畠
山
長
太（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）

◇
複
合
▽
少
年　

❷
成
田
健
太
▽
成
年
B　

❶
永
井
陽
一
❸
畠
山
長
太

【
女
子
】◇
大
回
転
▽
少
年　

❷
宮
野
莉
胡

▽
成
年
A　

❶
畠
山
睦
美（
専
大
、
西
根

中
卒
）

◇
距
離（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
少
年
5
㌔　

❶

滝
沢
日
菜
❷
森
冬と

き

こ

姫
子（
盛
岡
三
、松
尾
中

卒
）
▽
成
年
A
5
㌔　

❶
土
屋
正
恵（
日

大
、
安
代
中
卒
）

【
市
町
村
対
抗
得
点
】▼
市
の
部
▽
男
女
総

合　

❸
八
幡
平
市
▽
男
子
の
部　

❷
八
幡

平
市

◎
第
55
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１

月
２１
～
３０
日
、
矢
神
飛
躍
台
ほ
か
）

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ　

❺
成
田
健
太

◇
複
合　

❸
成
田
健
太

【
女
子
】◇
大
回
転　

❻
工
藤
瑞
歩

◎
第
41
回
東
北
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権

大
会（
１
月
２３
・
２4
日
青
森
県
大
鰐
温
泉

ス
キ
ー
場
）

【
男
子
】◇
大
回
転　

❸
下
川
原
涼
太

◇
回
転　

❸
下
川
原
涼
太

【
女
子
】◇
距
離
▼
5
㌔
フ
リ
ー　

❻
滝
沢

日
菜

▼
5
㌔×

3
リ
レ
ー　

❸
盛
岡
南（
滝
沢

日
菜
ほ
か
）

◎
第
28
回
東
日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権

大
会（
１
月
２6
・
２７
日
、田
山
バ
イ
ア
ス
ロ

ン
競
技
場
）

◇
競
技
銃
▼
マ
ス
ス
タ
ー
ト
7
・
5
㌔　

❶
八
幡
和
樹（
県
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）

柳
恒こ

う
が河（
松
野
）▽
中
学　

❶
岩
渕
泳
人
❷

村
瀬
晃こ
う
し志（
松
尾
）

▼
2
㌔×

3
リ
レ
ー
▽
小
学
4
年　

❶

松
野
❷
寄
木
Ａ
❸
寄
木
Ｂ
▽
小
学
5
年　

❶
柏
台
Ａ
❷
柏
台
Ｂ
❸
松
野
▽
小
学
６
年　

❶
安
代
ス
ポ
少
❷
柏
台
❸
松
野
Ａ

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▽
小
学
4
年　

❶
工

藤
柚
佳（
大
更
）❷
古
川
千
夏（
寄
木
）❸
古

川
花か

の

ん穏
（
松
野
）▽
小
学
5
年　

❶
千
葉

美み

く空（
寄
木
）❷
藤
田
梨り

な愛（
松
野
）❸
三
浦

亜あ

こ香
（
寄
木
）▽
小
学
６
年　

❶
畑
愛
莉

（
柏
台
）❷
佐
々
木
杏き
ょ
う優（
松
野
）❸
佐
々
木

愛
理（
松
野
）

◇
距
離
▼
2
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
小
学
4

年　

❶
岩
渕
七
海
（
柏
台
）❷
髙
橋
こ
こ

ね（
寄
木
）❸
田
中
愛あ

や彩（
寄
木
）▽
小
学
5

年　

❶
小
山
田
凛り

ん
か花（
安
代
）❷
勝
又
未み
ひ
ろ宙

（
柏
台
）❸
小
野
寺
日
和（
柏
台
）▽
小
学
６

年　

❶
畠
山
夢ゆ

な菜（
安
代
）❷
阿
部
美み

り

あ

莉
亜

（
柏
台
）❸
佐
々
木
璃り

い

な

泉
菜（
松
野
）▽
中
学　

（
田
山
）❸
千
葉
隼は

や
と士（
田
山
）▽
小
学
5
年　

❶
小
山
田
飛
琶
❷
齊
藤
巧こ
う
き輝（
田
山
）❸
伊

藤
稜り
ょ
う
が
牙（
柏
台
）▽
小
学
６
年　

❶
松
葉
友

吾
❷
工
藤
和か
ず
と都（
安
代
）❸
髙
橋
朋
也
▽
中

学
1
部　

❶
中
軽
米
大
地
❷
岩
渕
泳
人
❸

安
保
翔か

け
る（

安
代
）▽
中
学
2
部　

❶
工
藤

尚な
お
き紀（

安
代
）❷
平
船
知ち

は
や駿（

安
代
）❸
小
林

蓮は

お大（
安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
低
学
年　

❶
八
幡
瑞
希

❷
関
郁
成
❸
和
井
内
海
聖
▽
高
学
年　

❶

工
藤
琉
翔（
田
山
）❷
山
本
宇
宙
❸
和
井
内

海み
な
ぎ凪（
田
山
）

【
女
子
】◇
大
回
転
▽
小
学
1
年　

❶
八

幡
美
咲（
田
山
）❷
馬
場
杏

あ
ん
ず（

安
代
）❸
斉
藤

來く

み未（
安
代
）▽
小
学
2
年　

❶
小
林
愛
佳

（
安
代
）❷
佐
々
木
こ
こ
ろ（
松
野
）❸
佐
藤

り
お（
安
代
）▽
小
学
4
年　

❶
八
幡
紀き

ほ穂

（
田
山
）❷
本
宮
志
乃（
安
代
）❸
山
本
雪
乃

（
田
山
）▽
小
学
5
年　

❶
齋
藤
香か
の
ん音（
安

代
）❷
畠
山
七な
な
る匠（
安
代
）❸
齋
藤
花か
れ
ん恋（
安

代
）▽
小
学
６
年　

村
上
彩い

お

な

央
菜（
安
代
）▽

中
学
1
部　

❶
八
幡
優ゆ

う
な那（

安
代
）❷
木
元

葵あ
お
い（

安
代
）▽
中
学
2
部　

❶
佐
々
木
萌（
安

代
）❷
畠
山
若
葉（
安
代
）❸
山
本
遙（
安
代
）

◇
距
離
▽
小
学
1
年　

❶
橋
本
萌め

い（
安
代
）

❷
立
花
萌も

ね音（
安
代
）❸
畠
山
愛ま
な
み未（
安
代
）

▽
小
学
2
年　

❶
佐
藤
海み
さ
き咲（
安
代
）▽
小

学
3
年　

❶
小
山
田
凛り
の
ん音（
安
代
）❷
佐
藤

心こ
こ
な花（

安
代
）❸
浅
野
嘉か

り

な

莉
来（
田
山
）▽
小

学
4
年　

❶
川
又
倫り
ん（
田
山
）❷
岩
渕
七
海

❸
阿
部
真ま

や弥（
安
代
）▽
小
学
5
年　

❶
小

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
）

【
男
子
】◇
距
離
▼
5
㌔×

4
リ
レ
ー　

❻
岩
手（
安
保
大
空
ほ
か
）

◎
三
ケ
田
礼
一
杯
第
27
回
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
兼
第
24
回
安
代
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
安
代
地
区
小
中
学
校
ス

キ
ー
大
会（
２
月
９
日
、田
山
ス
キ
ー
場
ほ

か
）　

※
結
果
は
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選

手
権
を
掲
載

【
男
子
】◇
大
回
転
▽
小
学
1
年　

❶
髙
橋

孝
太（
柏
台
）❷
小
原
茉ま
ひ
ろ大（
安
代
）❸
齋
藤

廣こ
う
た
ろ
う

太
郎
（
安
代
）▽
小
学
2
年　

❶
遠
藤

快か
い
と大（

大
更
）❷
髙
橋
柚ゆ

ず
き輝（

柏
台
）❸
和
井

内
海か

ざ

と聖
（
田
山
）▽
小
学
3
年　

❶
立
花

陽は
る
と和（

安
代
）❷
関
郁ふ

み
な
り

成（
安
代
）❸
斉
藤
陸

斗
（
安
代
）▽
小
学
4
年　

❶
八
幡
瑞
希

（
田
山
）❷
小
林
晃あ

き
ひ
ろ
大（
安
代
）❸
北
舘
日
和

（
安
代
）▽
小
学
5
年　

❶
立
花
洸た
け
る琉（
安

代
）❷
八
幡
悠
斗（
田
山
）❸
小
山
田
直
城

（
安
代
）▽
小
学
６
年　

❶
山
本
宇
宙（
田

山
）❷
本
宮
尋じ

ん（
安
代
）❸
工
藤
唯
人
（
安

代
）▽
中
学
1
部　

❶
川
村
岳
大（
安
代
）

▽
中
学
2
部　

❶
齊
藤
廉れ

ん（
安
代
）❷
川
又

拓た
く
ま磨（

安
代
）❸
北
口
遼は

る（
安
代
）

◇
距
離
▽
小
学
1
年　

❶
成
田
元
気（
田

山
）❷
佐
藤
友
司（
安
代
）❸
齋
藤
神か

む
い威（
安

代
）▽
小
学
2
年　

❶
佐
藤
寛ひ
ろ
や也（
田
山
）

❷
千
葉
蹴し
ゅ
う
と
斗（
田
山
）❸
橋
本
悠は

る（
安
代
）▽

小
学
3
年　

❶
安
保
和や
ま
と（
田
山
）❷
山
本

煌こ
う
や矢（

安
代
）❸
澤
口
颯そ

ら良（
安
代
）▽
小
学

4
年　

❶
佐
藤
純
也（
田
山
）❷
佐
藤
智
也

山
田
凛
花
❷
関
香
里
奈
（
田
山
）❸
佐
藤

美
々
香（
田
山
）▽
小
学
６
年　

❶
畠
山
夢

菜
❷
吉
田
悠ゆ

あ愛
（
田
山
）❸
佐
々
木
遥は

る

せ生

（
安
代
）▽
中
学
1
部　

❶
山
本
千
鶴
▽
中

学
2
部　

❶
齊
藤
り
ん（
安
代
）❷
安
保
み

な
み（
安
代
）❸
金
澤
愛
理（
安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
低
学
年　

❶
遠
藤
一い
ち
か花（

安

代
）❷
工
藤
柚
佳
▽
高
学
年　

❶
吉
田
悠
愛

【
混
合
】◇
距
離
▼
０
・
8
㌔×

4
リ
レ
ー　

❶
安
代
小
Ｂ
❷
田
山
小
Ａ
❸
田
山
小
Ｂ

◎
第
68
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
９
～
１２
日
、秋
田
県
花
輪
ス
キ
ー
場
）

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ　

❷
小
林
龍
尚

【
女
子
】◇
距
離
▼
5
㌔×

3
リ
レ
ー　

❽
盛
岡
南（
滝
沢
日
菜
ほ
か
）

◇
ジ
ャ
ン
プ　

❸
工
藤
稀ま

り
ん凜（

花
輪
、安
代

中
卒
）

◎
第
74
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会（
２
月
１5
～
１７
日
、北
海
道
白

旗
山
競
技
場
な
ど
）

【
男
子
】
◇
大
回
転
▽
成
年
B　

❹
小
船

勝
巳

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
少
年　

❷
小
林
龍
尚
▽
成

年
B　

❸
永
井
健
弘（
盛
岡
市
役
所
、田
山

中
卒
）

◇
複
合
▽
成
年
B　

❸
永
井
陽
一（
松
尾

中
教
、
田
山
中
卒
）❹
永
井
健
弘

【
女
子
】◇
距
離（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
成
年
A

5
㌔　

❷
土
屋
正
恵

▼
5
㌔×

4
リ
レ
ー　

❻
岩
手（
滝
沢
日

菜
、
土
屋
正
恵
ほ
か
）

❶
山
本
千
鶴

▼
2
㌔×

3
リ
レ
ー
▽
小
学
4
年　

❶

寄
木
❷
松
野
❸
柏
台
▽
小
学
5
年　

❶
寄

木
❷
柏
台
Ａ
▽
小
学
６
年　

❶
柏
台
Ａ
❷

松
野
Ａ
❸
松
野
Ｂ

◎
第
12
回
北
東
北
学
童
ジ
ャ
ン
プ
大
会

（
２
月
3
日
、
矢
神
飛
躍
台
）

▽
高
学
年　

❷
山
本
宇そ

ら宙（
田
山
ス
ポ
少
）

❸
工
藤
琉る

か翔（
田
山
ス
ポ
少
）

◎
第
56
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
２

月
5
～
7
日
、
新
潟
県
十
日
町
市
吉
田
ク

◎
第
47
回
松
尾
地
区
ス
キ
ー
大
会（
２
月

２
日
、八
幡
平
パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
ほ
か
）

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▽
小
学
4
年　

❶

佐
々
木
知ち
ひ
ろ洋（
松
野
）❷
大
巻
昊こ
う
や也（
松
野
）

❸
葛
侑ゆ
き
あ聖（
松
野
）▽
小
学
5
年　

❶
伊
藤

輝ひ
か
る（

柏
台
）❷
八
幡
大
（
松
野
）❸
髙
橋
楓ふ

う

（
寄
木
）▽
小
学
６
年　

❶
石
川
岳（
柏
台
）

❷
藤
田
遥は

る
と翔（

松
野
）❸
中
軽
米
拓た

く
と人（

寄

木
）▽
一
般　

❶
田
村
正
勝（
寺
田
地
区
）

◇
距
離
▼
2
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
小
学
4
年　

❶
髙
橋
悠
希（
寄
木
）❷
鈴
木
奏
斗（
松
野
）

❸
田
村
玲（
寄
木
）▽
小
学
5
年　

❶
小
山

田
飛と

わ琶（
安
代
）❷
佐
々
木
輝き
り
ゅ
う
琉（
柏
台
）❸

立
花
琉り
ゅ
う
せ
い
聖
（
安
代
）▽
小
学
６
年　

❶
髙

橋
朋
也（
松
野
）❷
工
藤
李り

く空（
柏
台
）❸
立

第４7回松尾地区スキー大会距離リ
レー小学６年男子の部で優勝した安
代スポ少アンカーの松葉友吾君

❷
工
藤
輝
樹（
県
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）

▼
マ
ス
ス
タ
ー
ト
１5
㌔　

❶
山
本
竜
（
自

衛
隊
体
育
学
校
、
松
尾
中
卒
）

▼
ス
ー
パ
ー
ス
プ
リ
ン
ト　

❷
畠
山
健
一

（
県
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
）❹
工
藤
輝
樹
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市
と
ス
ポ
ー
ツ
専
門
テ
レ
ビ
局「
J

S
P
O
R
T
S
」は
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

W
杯
最
終
戦
の
小
林
陵
侑
選
手
と
小
林
潤

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
W
杯
最
終
戦

応
援
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
、
困
っ
て
い
る

こ
と
や
要
望
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す

る
た
め
、
無
料
の
行
政
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

が
下
表
の
通
り
、
毎
月
１
回
地
区
ご
と
に

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
予
約
不
要
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
は

行
政
相
談
所
に
相
談
し
よ
う

　

市
は
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
条

件
を
満
た
す
人
を
対
象
に「
高
齢
者
等
温

泉
館
入
浴
利
用
証
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
施
設
を
利
用
す
る
際
に
、
フ
ロ
ン
ト

へ
本
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
通
常
よ
り
安

い
２
０
０
円
で
の
利
用
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
本
証
に
回
数
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
利
用
の
た
び
に
提
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

発
行
を
希
望
す
る
人
は
、
運
転
免
許
証

な
ど
の
身
分
証
明
書（
障
が
い
の
あ
る
人

は
障
害
者
手
帳
）を
持
っ
て
、発
行
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

本
証
は
、
発
行
し
た
次
年
度
以
降
も
、
そ

の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。
紛
失
し
た
り
汚
し

た
り
し
た
場
合
は
、
再
発
行
が
可
能
で
す
。

■
対
象
施
設

▼
七
時
雨
憩
の
湯

▼
な
か
や
ま
温
泉
館

▼
綿
帽
子
温
泉
館

▼
八
幡
平
温
泉
館
森
乃
湯

■
対
象
者　

❶
65
歳
以
上
の
人
❷
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

■
発
行
窓
口　

健
康
福
祉
課
、
西
根
・
安

代
両
総
合
支
所
、
田
山
支
所
、
松
尾
鉱
山

資
料
館

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
福
祉
課
高
齢
福

祉
係（
☎
・
内
線
１
０
８
９
）

高
齢
者
の
温
泉
利
用
が
お
得
な

入
浴
利
用
証
を
発
行
中
で
す

　

市
は
、
転
入
や
転
出
な
ど
が
多
く
な
る

年
度
末
・
年
度
初
め
に
合
わ
せ
、
休
日
臨

時
開
庁
を
行
い
ま
す
。

■
開
庁
日
時　

３
月
３１
日
㈰
・
４
月
７
日

㈰
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
１5
分
ま
で

※
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
前
々
日
ま
で
に
予
約
し
た
人
の
み
）

年
度
末
・
年
度
初
め
の
休
日
に

市
役
所
を
臨
時
開
庁
し
ま
す

【表】　休日臨時開庁で取り扱う業務と担当課・係

取り扱い業務内容 担当課・係

▶転入・転出などによる住民異動届の受け付け

▶戸籍謄抄本、住民票の写し、　印鑑証明書の交付

▶印鑑登録および登録廃止の手続き

▶マイナンバーカードの交付（予約した人のみ）

市民課戸籍住民係

（☎・内線１０6１）

▶国民健康保険および後期高齢者医療の手続き

▶国民年金の異動届受け付け

▶子ども等医療費助成の各種手続き

市民課国保年金係

（☎・内線１０7３）

▶所得証明書および納税証明書の交付
税務課市民税係

（☎・内線１１２４）

　

市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

に
必
要
な
写
真
を
専
用
端
末
で
撮
影
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
手
伝
い
を
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
時
の
端
末
操
作
は
職
員
が
行
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

市
民
課
お
よ
び
西
根
・
安
代
両

総
合
支
所

■
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で

■
手
続
き
の
流
れ　

❶
受
け
付
け
⇒
❷

写
真
撮
影（
職
員
補
助
）⇒
❸
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請（
職
員
補
助
）で
所
要
時
間
２０
分
程
度

※
専
用
端
末
で
撮
影
す
る
写
真
は
、
写
真

館
な
ど
で
撮
影
す
る
写
真
よ
り
も
画
質
が

劣
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

❶
本
人
確
認
書

類
❷
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
お
手
伝
い

子
証
明
書
発
行
申
請
書（
通
知
カ
ー
ド
と

一
緒
に
送
付
さ
れ
た
も
の
）　

※
❷
の
申
請
書
が
な
い
場
合
で
も
、
手
続

き
は
可
能
で
す
。

■
カ
ー
ド
の
交
付　

申
請
後
、
カ
ー
ド

の
交
付
ま
で
１
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

カ
ー
ド
交
付
の
準
備
が
で
き
次
第
、
交
付

通
知
書（
ハ
ガ
キ
）を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
戸
籍
住
民
係

（
☎
・
内
線
１
０
６
４
）

■
開
庁
場
所　

市
役
所
本
庁
舎（
西
根
・
安

代
両
総
合
支
所
で
は
行
い
ま
せ
ん
）

※
な
お
、
毎
週
水
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま

で
本
庁
舎
の
窓
口
を
延
長
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
要
予
約
）　

西

根
・
安
代
両
総
合
支
所
が
交
付
場
所
に
な

っ
て
い
る
人
も
、本
庁
舎
で
交
付
し
ま
す
。

カ
ー
ド
の
移
動
が
必
要
と
な
る
た
め
、

前
々
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
通
学
定
期
券
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

市
は
、
通
学
に
係
る
家
庭
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学
生
の
通
学
定
期

券
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
公
共
交
通
機
関　

Ｊ
R
東

日
本（
東
日
本
旅
客
鉄
道
）、
Ｉ
Ｇ
R
い
わ

て
銀
河
鉄
道
㈱
、
岩
手
県
交
通
㈱
、
岩
手

県
北
自
動
車
㈱
、
秋
北
バ
ス
㈱
、
Ｊ
R
バ

ス
東
北
㈱
が
運
行
す
る
鉄
道
と
路
線
バ
ス

■
補
助
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
内
に
居
住
し
て
い
る
学
生（
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
特

別
支
援
学
校
）の
保
護
者

※
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
へ
通
う

学
生
は
対
象
外

■
補
助
の
額　

通
学
定
期
券
購
入
費
の

１
０
０
分
の
１０
の
金
額（
１０
円
未
満
切
り

捨
て
）

■
申
請
方
法　

地
域
振
興
課
お
よ
び
西

根
・
安
代
両
総
合
支
所
と
荒
屋
新
町
駅
・

大
更
駅
・
好
摩
駅
・
岩
手
県
北
バ
ス
八
幡

平
営
業
所（
介
護
老
人
保
健
施
設
岩
鷲
苑

付
近
）で
申
請
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。使

用
期
限
が
経
過
し
た（
ま
た
は
更
新
す
る
）

定
期
券
を
販
売
窓
口
に
提
示
し
、
購
入
証

明
を
受
け
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
交
通
機
関
ご
と
に
購
入
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

■
30
年
度
の
申
請
期
限　

４
月
３０
日
㈫

※
定
期
券
期
間
終
了
日（
使
用
期
間
満
了

日
）が
３
月
３１
日
㈰
ま
で
の
場
合
。
申
請

期
限
を
過
ぎ
る
と
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
振
興
課

地
域
振
興
係（
☎
・
内
線
１
１
５
２
）ま
た

は
西
根
・
安
代
両
総
合
支
所

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
各
種
選
挙
に

お
け
る
投
票
所
の
立
会
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

※
高
校
生
は
投
票
日
当
日
の
み
の
従
事
と

な
り
ま
す
。

■
応
募
資
格　

投
票
日
現
在
、
満
１８
歳
以

上
で
市
内
に
３
カ
月
以
上
住
所
を
有
し
て

い
る
人

■
報
酬　

１
日
当
た
り
１
万
７
０
０
円

（
期
日
前
投
票
は
９
５
０
０
円
）

■
応
募
期
間　

随
時

■
問
い
合
わ
せ
先　

同
委
員
会
事
務
局

（
☎
・
内
線
１
２
２
０
）

見
届
け
よ
う
公
正
な
選
挙

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

志
郎
選
手
を
応
援
す
る
た
め
、
応
援
イ
ベ

ン
ト（
市
内
観
戦
会
）を
開
き
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
解
説
者

の
実
況
を
交
え
な
が
ら
両
選
手
を
応
援
す

る
ほ
か
、試
合
前
や
１
本
目
終
了
時
に
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
を
映
像
と
と
も
に
振

り
返
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

　

入
場
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
24
日
㈰
午
後
５
時
50
分
か

ら
９
時
ま
で
（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
・
プ
ラ
ニ
ツ

ア
か
ら
生
中
継
）

■
場
所　

市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
注
意
事
項　

今
回
の
応
援
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
試
合
映
像
の
画
面
を
写
真
や
映
像
で

撮
影
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
振
興
課（
☎
・

内
線
１
１
４
０
）

西
根
地
区

▼
担
当　

工
藤
昭
二

▼
日
時　

毎
月
２０
日
午
前
９
時
半
か
ら
正
午

ま
で

▼
場
所　

西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先　

☎
・
内
線
２
０
０
２

松
尾
地
区

▼
担
当　

佐
々
木
正
志

▼
日
時　

毎
月
第
３
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）午
前
９
時
半
か
ら
正
午
ま
で

▼
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
相
談
室

▼
問
い
合
わ
せ
先　

☎
・
内
線
１
１
４
１

安
代
地
区

▼
担
当　

山
本
富
栄

▼
日
時　

毎
月
２０
日
頃
午
前
９
時
半
か
ら
正

午
ま
で

▼
場
所　

安
代
総
合
支
所
ま
た
は
田
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
１０
月
の
行
政
相
談
週
間
に
は
、
畑
、
浅
沢
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

☎
・
内
線
３
１
２
３

※
開
催
日
時
・
場
所
は
、
暮
ら
し
の
情
報
カ
レ

ン
ダ
ー
で
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

昨年の平昌オリンピックで声援を送る市民

市役所本庁舎総合案内付近に

開設した作成コーナー

市役所からのHOT LINE
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）

平舘クリニック（☎7４-３１２０） 笹村整形外科（☎３０-００３5）

西根病院（☎76-３１１１） かづの厚生病院（☎２３-２１１１）

にしね眼科クリニック（☎7０-２7１１） 本田医院（☎３5-３００２）

森整形外科（☎76-２３１8） 大里医院（☎２２-１２5１）

東八幡平病院（☎78-２5１１） 長橋医院（☎２３-76１２）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）

白樺薬局（☎7４-３３6３） 黒沢薬局（☎３5-３２００）※日曜・祝日開局

あさひ薬局西根中学校前店（☎7０-２３１１） 村木薬局（☎２２-０３7２）※日曜開局

みのり薬局（☎75-２３３３） ファーマックスかづの薬局（☎３０-００３３）

あさひ薬局（☎75-２２２7） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎３０-００8０）

大更調剤薬局（☎7０-１３２０） 日本調剤薬局（☎３０-１１9３）

柏台薬局（☎7１-１００１）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号

岩手県立中央病院（中央） ０１9-65３-１１5１ 盛岡赤十字病院（日赤） ０１9-6３7-３１１１

岩手医科大学附属病院（医大） ０１9-65１-5１１１ 川久保病院（川久保） ０１9-6３5-１３０5

▶日曜・祝日の日中（9:００～１7:０0）　休日救急当番医へ

　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。

▶症状が軽い場合（１9:００～２３:００）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ

　盛岡市神明町３-２9、盛岡市保健所（☎ ０１9-65４-１０8０）

▶症状が重い場合（１7:００～翌朝 9:００、土曜日は１３:００（祝日の土曜日は 9:００）から受

け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ

　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診

療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。

　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に

支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま

しょう。

３月18日〜４月21日

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）

盛岡消費生活センター

出前相談会（要予約）

4月9日㈫

１３：００～１6：００
市役所本庁舎

※　西根・安代両総合支所

でも対応可（予約時相談）

市民課

（☎・内線１０66 ）くらしとお金の安心

相談会（要予約）

4月１9日㈮

１０：００～１5：００

年金相談（要予約）
4月１１日㈭

１０：００～１5：３０
市役所多目的ホール棟

盛岡年金事務所

（☎０１9-6２３-6２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談
市民課

（☎・内線１０6１ ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院の出張診療日

病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎76-３１１１）

循　環　器 第2・4水曜日　　　１０：００～

呼　吸　器 第3月曜日　　　　　１４：００～

血　　　液 第3水曜日　　　　　１４：００～

神　　　経 第3木曜日　　　　　１４：００～

安代診療所（☎7２-３１１5） 内科・外科 毎週月・木曜日　　　午前中

※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か

ら予約受診になります。

※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い

ます。

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■図書館＝日本近代史を学ぶ
会　13：30～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康相
談離乳食講習【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝輝楽大学「コ
ンサート・閉講式」　10：00～
12：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（西根地区市
民センター）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（田山コミセ
ン）

■春分の日
■市役所閉庁日

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）笹村整形外科▶当
番薬局（市内）白樺薬局・（鹿
角）黒沢薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：05（ 松 尾 地 区 内 ）　 
※返却のみ

■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：45（ 松 尾 地 区 内 ）　 
※返却のみ

■図書館休館日（図書整理日）
■安代漆工技術研究センター
＝研修生修了作品展　10：00～
16：00（安代総合支所）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所
多目的ホール棟）
■寺田コミセン＝柔道教室
開講式　18：30～21：00（寺田
柔剣道場）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■広報はちまんたい発行日

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■商工観光課＝八幡平アス
ピーテライン開通式　9：40
開始（緑ヶ丘ゲート）
■図書館＝日本近代史を学
ぶ会　13：30～15：00

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■健康福祉課＝総合健診
【受付】　7：00～9：30（市役
所多目的ホール棟）
■健康福祉課＝献血　9：30～
12：00（JA新いわて八幡平営
農経済センター）
■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00

■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（安代総合支
所）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■地域振興課＝スキージャ
ン プ W 杯 応 援 イ ベ ン ト　
17：50~21：00（市役所多目的
ホール棟）

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局西根中
学校前店・（鹿角）ファーマッ
クスかづの薬局

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日 ■休日臨時開庁　8：30~17：15
（市役所市民課、税務課）※マ
イナンバーカードの交付受付
時間は9：00~16：00【関連10㌻】

▶当番医（市内）にしね眼科ク
リニック・（鹿角）本田医院▶
当番薬局（市内）みのり薬局・

（鹿角）ヘルシークラブ厚生病
院前薬局

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日 ■休日臨時開庁　8：30~17：15
（市役所市民課、税務課）※マ
イナンバーカードの交付受付
時間は9：00~16：00【関連10㌻】

▶当番医（市内）森整形外科・
（鹿角）大里医院▶当番薬局
（市内）あさひ薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■体育協会＝市スポーツ少
年 団 結 団 式 　 9：00～12：00

（市総合運動公園体育館）
■ 図 書 館 ＝T o m ＆T a m 
Story Time　11：00～11：30

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）大更調剤薬局・

（鹿角）日本調剤薬局

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（西根地区市
民センター）
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）長橋医院▶当番薬
局（市内）柏台薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

23 24 
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21 
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30 

■議会事務局＝市議会３月
定例会・委員長報告、議案審
議、発議案（予定）
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。

【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。

掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を

優先します。

◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。

◆掲載文は市に一任していただきます。

◆営利目的や確実な掲載を希望される場合は、広告枠をご利用ください。

ラグビーワールドカップ 

独自ボランティア募集中

　ラグビーワールドカップ２０１9

釜石開催実行委員会では、オー

ル岩手・オール釜石で大会の機

運の盛り上げやおもてなしを行

うため「いわて・かまいしラグ

ビー応援団」を募集しています。

■応募期間　１１月２日㈯まで

■応募資格　２人以上のグルー

プ単位での応募とし、年齢、居

住地は問いません。

■対象となる活動　❶選手及び

国内外からの観客とのおもてな

しに関する活動❷機運醸成に関

する活動❸地域美化および環境

整備に寄与する活動　など

■実行委員からの支援　活動状

況の公表、横断幕・のぼりなど

活動用グッズの貸し出し　ほか

■応募方法　グループ単位で

応募申込書を電子メール、ファ

クスまたは郵送により提出し

てください。※申込書は県の

ウェブサイトよりダウンロー

ドすることができます。

■問い合わせ先　県文化スポー

ツ部ラグビーワールドカップ

２０１9推 進 室（ 釜 石 市 駐 在、 ☎

０１9３-２２-７5２２、ファクス ０１9３-

３１-１１７０)

アマチュア無線技士の 

免許を取得しませんか

　七時雨アマチュア無線クラブ

では、第4級アマチュア無線技

士養成課程講習会を開催します。

　受講後、修了試験に合格する

と免許を取得できます。

■日時　4月２０日㈯、２１日㈰両

日とも午前９時から午後4時4０

分まで

■会場　西根地区市民センター

■申込期限　4月１３日㈯

■受講料　大人２２,７5０円、１８歳

以下 ７,７5０円

■申し込み方法　申込用紙に必

要事項を記入し、受講料払い込

み証明書を貼り付けて提出し

てください。

■申し込み・問い合わせ先　同

無線クラブ・澤口（☎０9０-７０７5-

７9７２、ファクス７5-１66７）

JICA海外協力隊に 

応募してみませんか

　（独）国際協力機構（JＩＣＡ）

では、JＩＣＡ海外協力隊(青年海

外協力隊、海外協力隊、シニア

海外協力隊）を募集しています。

　JＩＣＡ海外協力隊は、開発途

上国の人々と共に生活し、技術

や経験を生かして活動を展開す

る海外のボランティアです。

■応募期限　4月3日㈬正午

■応募資格　日本国籍を持つ、

昭和２4年4月5日から平成１１

年９月２日生まれの人

■詳細・応募方法　JＩＣＡ東北

ウェブサイトでご確認ください。

■問い合わせ先　JＩＣＡ東北

（☎０２２-２２３-4７７２）

税務のスペシャリスト 

国税専門官募集します

　仙台国税局では、バイタリ

ティーあふれる国税専門官（大

卒程度）を募集します。

■第 1 次試験日　６月９日㈰

■申込期間　3月２9日㈮午前９

時から4月１０日㈬受信有効

■申し込み方法　国家公務員試

験採用情報NAVIからインター

ネット申し込み

■問い合わせ先　同局人事第二

課試験研修係（☎０２２-２6３-１１１１）

実践で基礎技術を学ぶ 

森のチェーンソー講座

　（特非）いわて森林再生研究会

では、森のチェーンソー講座の

参加者を募集しています。

■開催期日　4月から３２年3月

までの１年間で全２０回

■場所　盛岡市手代森「研修林」

■対象　初心者から経験者まで

■定員　３０人（先着順）

■保険料・教材費　１０,０００円

■申し込み・問い合わせ先　同

会 事 務 局・ 斉 藤（☎０9０-７０７０-

８７２4、ファクス ０１9-66３-０54７）

介護福祉士を目指す人へ 

実務者研修を開催します

　（福）みちのく協会では、介護

福祉士の資格取得に向けた実務

者研修（通信課程）の受講生を募

集しています。

　研修終了後は、介護福祉士の

受験資格が得られます。

■受講期間　4月１０日㈬から１０

月２5日㈮まで

■受講概要　通信学習、スクー

リング、医療的ケアの演習など

■応募期限　4月１日㈪

■問い合わせ先　特別養護老人

ホーム富士見荘・大金、渡辺（☎

７８-２455）　

消費税軽減税率制度 

説明会を開催します

　１０月１日から、消費税の軽

減税率制度が実施されます。全

ての事業者に関係する制度であ

り、早期に対応の準備をしてい

ただく必要があります。制度に

理解を深めていただくために説

明会を開催しますので、ぜひご

参加ください。

　事前予約は不要です。駐車場

には限りがありますので、公共

交通機関をご利用ください。

■日時　4月２4日㈬▶午前１０

時から１１時半まで▶午後２時

から3時半まで

■場所　県民会館

■対象　個人および法人事業者

■問い合わせ先　盛岡税務署

法人課税第一部門（☎０１9-6２２-

6２３７）

高齢者や家族の悩みに 

無料で相談に応じます

　県高齢者総合支援センターで

は、高齢者なんでも相談「シル

バー １１０ 番」を開設し、無料で相

談に応じています。

　法律・人生・認知症などの専

門相談は、事前予約が必要です。

■相談時間　月曜日から金曜日

までの午前９時から午後5時ま

で（祝日・年末年始を除く）

■ 予 約・ 相 談 電 話　０１２０-８4-

８5８4

日本の未来を築く 

国家公務員を募集

　人事院では、国家公務員採用

試験を実施します。

■試験名 ❶総合職（院卒者・大

卒程度）❷一般職（大卒程度）

■第 1 次試験日　❶4月２８日㈰

❷６月１6日㈰

■申込期間　❶3月２9日㈮午前

９時から4月８日㈪受信有効❷

4月5日㈮午前９時から１７日㈬

受信有効

■申し込み方法　国家公務員試

験採用情報NAVIからインター

ネット申し込み

■問い合わせ先　同院東北事

務局第二課試験係（☎０２２-２２１-

２０２２）

元気に楽しく働きたい人 

仕事を依頼したい人募集

　市シルバー人材センターは、

6０歳以上で元気に働きたいと

いう人であれば誰でも入会でき

ます。

　同センターで働いてみたい

人、仕事を依頼したい人は、お

気軽にお問い合わせください。

■問い合わせ先　同センター

（☎6８-７８4７）

暮らしのガイドブック 

広告掲載事業者を募集

　㈱サイネックスでは、市と

同社が官民協働で発行する『八

幡平市暮らしのガイドブック

２０１9』に、広告を掲載する事業者

を募集します。

　この冊子は、行政や防災、地

域情報など、暮らしに役立つ情

報誌として８月に１１,5００部を発

行する予定で、市内全世帯へ無

料で配布するほか、転入世帯に

も配られます。

　広告枠には限りがあります。

詳しい内容を知りたい事業者、

広告掲載を希望する事業者は、

お気軽にお問い合わせください。

■問い合わせ先　同社盛岡支店

（☎０１9-9０７-4８4３）

日本の働き方改革支える 

労働基準監督官採用試験

　厚生労働省では、労働条件の

確保・向上、働く人の安全や健

康の確保を図ることを主な任務

とする労働基準監督官の採用試

験を実施します。

金融犯罪被害の防止に 

出前講座を活用しよう

　東北財務局盛岡財務事務所で

は、金融犯罪被害未然防止のため

の無料出前講座を行っています。

　地域のコミュニティ活動や各

種団体などの会合に伺い、振り

込め詐欺などの手口や対策を分

かりやすく説明します。

■問い合わせ先　同財務事務所

（☎０１9-6２5-３３5３）

復興の今や魅力を伝える 

イベント満載な三陸の夏

　県は、復興に力強く取り組む

地域の姿を全国に向けて発信

し、震災の記憶と教訓を伝え

る「三陸防災復興プロジェクト

２０１9」を開催します。これは、県

内の市町村やさまざまな分野の

関係団体と連携し、オール岩手

で取り組むプロジェクトです。

　期間中は、復興の現状と支援

への感謝を伝え、豊かな自然や

文化、伝統芸能、食などの魅力

を発信する多彩なイベントを県

内各地で開催します。

　3月９日㈯に東北横断自動車

道釜石秋田線が全線開通、２３日

㈯には三陸鉄道がリアス線とし

て久慈市から大船渡市までが一

本のレールでつながります。交

通ネットワークが広がり、新た

な発見や出会いが待つ三陸にぜ

ひお出掛けください。

■開催期間　６月１日㈯から８

月7日㈬まで

■会場　岩手県沿岸部１３市町村

■第 1 次試験日　６月９日㈰

※岩手労働局で受験可能

■申込期間　3月２9日㈮午前９

時から4月１０日㈬受信有効

■申し込み方法　国家公務員試

験採用情報NAVIからインター

ネット申し込み

■詳細　厚生労働省のウェブサ

イトでご確認ください。

■問い合わせ先　岩手労働局総

務部総務課人事係（☎０１9-6０4-

３００１）

■イベント情報　同プロジェク

トウェブサイトをご欄ください。

■問い合わせ先　県政策地域部

三陸防災復興プロジェクト２０１9

推進課（☎０１9-6２9-6２２２）
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この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（1月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

（行政区・性別・保護者）

小野寺　柚
ゆ づ き

月（両沼・男・美月）

鍋倉　菫
すみれ

（共新・女・太）

矢羽々　柊
と う か

花（寄木新田・女・隆光）

武田　新
あ ら た

大（山子沢・男・祐也）

遠藤　紬
つ む ぎ

希（下町三区・女・拓也）

西崎　芙
ふ ゆ

結（仲町・女・純弥）

澤口　元
あ さ ひ

陽（わし森・男・裕太）

遠藤　忠
た だ ひ ろ

洋（松久保・男・忠峰）

伊藤　拓
た く

（下町三区・男・誠）

　田村　充　　　　／中関

　佐藤　瑠実　　　／盛岡市

畠山　ヒサホ　　８０歳　中関

渡辺　テイ子　　８３歳　高宮

日戸　和子　　　6８歳　渋川

武田　ハツ　　　9７歳　山子沢

遠藤　光一　　　８9歳　北村

工藤　武美　　　８０歳　大花森

八幡　仁太郎　　9８歳　石名坂

齋藤　ミツ　　　96歳　畑２区

伊藤　健一　　　８9歳　金沢

畠山　孫四郎　　８３歳　東

似鳥　昭藏　　　6８歳　上町

佐藤　イミ　　　9２歳　大泉

小林　キワ　　　８9歳　野駄

工藤　信一　　　８０歳　山子沢

田村　昭六　　　８７歳　共新

松村　光三　　　７１歳　中関

遠藤　マツノ　　9７歳　上町

渡辺　八也　　　８6歳　五百森

西里　カヨ　　　８８歳　上寄木

遠藤　齊優　　　７4歳　寺田

羽沢　美佐男　　７4歳　五日市3区

中村　勝典　　　８０歳　南寄木

髙橋　智　　　　6０歳　上町

八⻆　悦子　　　6３歳　山崎

遠藤　ミツヱ　　96歳　帷子

佐々木　弥惠子　８７歳　愛の山

三浦　仁　　　　８4歳　栗木田

佐久間　ツエ　　８6歳　浅沢第１

齊藤　榮藏　　　８２歳　畑２区

健 や か に

お 幸 せ に

安らかに

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数■人口の動き【1月３１日現在　（　）は前月比】

地　　区 人　　口 世 帯 数

西根地区 15,723（－４） 6,332（＋８）

松尾地区 5,756（－４） 2,410（＋５）

安代地区 4,375（－14） 1,851（－３）

合　　計 25,854（－22） 10,593（＋10）

男　　性 12,478（－12）

女　　性 13,376（－10）

出生 12 死亡 41

転入 39 転出 32

（

項　　目 １月

人身事故 　　2（2）

物損事故 　　　　61（65）

負 傷 者 　　３（１）

死 者 　　０（2）

飲酒運転 　　０（０）

火 災 　　０（2）

救 急 　　121（118）

健康福祉課高齢福祉係 ☎・内線1089

いきいきシルバー

子育てNEWS
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1102

〇
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

参
加
者
の
活
動
意
欲
を
高
め
る

た
め
、
会
費
を
年
間
で
集
め
る
の

で
は
な
く
、
活
動
の
た
び
に
集
め

た
り
、
参
加
者
自
ら
食
べ
物
を
持

ち
寄
っ
た
り
す
る
な
ど
、
準
備
を

し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

〇
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
？

　

若
い
世
代
の
会
員
は
、
他
の
活

動
と
掛
け
持
ち
し
て
い
る
人
も
多

い
の
で
、
活
動
が
重
な
り
不
参
加

に
な
る
こ
と
が
多
く
な
り
が
ち
で

す
。
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
と
て

も
い
い
こ
と
な
の
で
、
ど
の
活
動

に
も
無
理
な
く
参
加
で
き
る
よ
う

に
、
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
西
根
地
区
の
中
平
笠

老
人
ク
ラ
ブ（
伊
藤
正
光
会
長
、

会
員
数
３4
人
）を
紹
介
し
ま
す
。

〇
活
動
方
針
は
？

　

地
域
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、

交
流
を
持
っ
た
り
し
な
が
ら
、
み

ん
な
で
参
加
で
き
る
活
動
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

〇
活
動
内
容
は
？

　

定
期
的
な
活
動
と
し
て
は
、
月

に
１
度
の
食
事
会
や
年
に
８
回
、

み
ん
な
で
誘
い
合
っ
て
温
泉
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
は
、
地
元
の
花
壇
の
手
入

れ
、
平
笠
裸
参
り
や
宮
田
神
社
例

大
祭
へ
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
と

の
関
わ
り
を
積
極
的
に
持
つ
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
田
頭
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
主
催
の
生

涯
学
習
教
室「
曙
大
学
」
へ
参
加

し
、
他
の
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
交
流
を
大
事
に
―
中
平
笠
老
人
ク
ラ
ブ

　一時保育とは、市内の保育所（園）に入所していない

児童でも、保育が困難なときや保護者の育児に伴う負

担を軽減するために、市内の保育所（園）で一時的に児

童を保育するものです。

■対象児童　公立保育所は２歳児から。私立保育園は

施設によって異なります。

■時間　公立保育所は午前８時半から午後4時半ま

で。私立保育園は施設によって異なります。

■利用料　公立保育所については右下の表の通りです。

私立保育園は、施設によって異なります。料金をご確

認の上、児童を預ける時にお支払いください。また、

利用料以外に実費が必要な場合もあります。

■申請方法　保育所（園）へ直接申し込みください。

※持ち物などは、保育所（園）にご確認ください。

※利用人数や行事によっては、預かることができない

場合がありますので、ご了承ください。

■一時保育を実施している市内の施設
区分 施設名 児童の年齢 電話番号

公立

寺田保育所

2歳児から

77-２３２8

松野保育所 7４-２7１5

寄木保育所 76-２０２０

柏台保育所 78-２００２

田山保育所 7３-２１55

私立

東慈寺保育園 満1歳から 76-３２３6

森の子保育園

生後8週

経過後から

7０-１88０

杉の子保育園 76-３３４5

平舘保育園 7４-２０２5

大更保育園 76-３5２6

あしろ保育園 7２-２４３１

畑保育園 7２-55１１

■公立保育所の利用料（日額）
現住所 2歳児 3歳児 4・5歳児

市　内 ２,０００円 １,5００円 １,０００円

市　外 ４,０００円 ３,０００円

保育所に入所していない児童でも

一時的にお預かりします

曙大学「修学旅行」で交流

平笠裸参りの衣装
や小物作りに協力

※利用後に納付書を送付しますので、指定の金融 
　機関でお支払いください。

※公立保育所は4月1日現在の年齢です。
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル
　
　
　
　
・
サークル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

Vol.58

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
移
住
し
、
こ
の
3
月
で

任
期
が
終
了
し
ま
す
。
協
力
隊

に
な
る
前
か
ら
八
幡
平
に
は
何

度
も
来
て
い
ま
し
た
が
、
協
力

隊
に
な
っ
た
こ
と
で
、
3
年
間

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
た

く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
親
切
に
接
し

て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

山
菜
採
り
、
郷
土
料
理
、
温

泉
巡
り
は
、
特
に
私
が
興

味
を
持
っ
た
こ
と
で
し
た
。
こ

の
経
験
は
、
移
住
者
フ
ェ
ア
で

P
R
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
都
会

の
人
に
と
て
も
好
評
で
し
た
。

山
菜
採
り
で
は
見
分
け
が
つ
か

ず
、
ま
だ
ま
だ
教
え
て
も
ら
う

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
こ
れ
か

今月の担当

玉木 陽子 さん

Vol.27

◎活動の魅力は？

　ヨガは手軽に始めることができ、競うことがな

いので、自分のペースで無理せず取り組むことが

できます。また、続けていくうちに体のゆがみが整

えられ、柔軟性と筋力アップが感じられます。終

わった後は、体のみならず心もリフレッシュされ、

心身ともに深い落ち着きを得ることができます。

◎今後の展開は？　

　老若問わず、メンバーみんなで和気あいあいと

コミュニケーションを取りながら、楽しく続けて

いきたいです。健康維持のためにも続けることが

大切だと感じています。

◎活動日時・場所は？

　毎月第 2、4木曜日午前９時半から１１ 時まで、

田頭コミュニティセンターで活動しています。メ

ンバーを募集していますので、ぜひ一度体験して

みてはいかがでしょうか。

■問い合わせ先　田頭コミュニティセンター

（☎・７6-２5２１）

ヨガ友の会

◎結成何年目？

　平成２０年4月に結成。今年１１年目を迎えます。

◎結成のきっかけは？

　当時の田頭公民館主催のヨガ教室がきっかけで

す。教室開催後も継続したかったメンバーが会を

立ち上げ、池野芳子先生を紹介してもらいスター

メンバー１４人（1月３１日現在）

代表：清水畑 テイ＝町組＝

会話を楽しみながら、自分ので

きる範囲で柔軟するメンバー

トしました。メンバーの入れ替わりはありました

が、これまで活動が続いています。

◎活動の内容は？

　２週間に１回、池

野先生指導のもと、

全身を使ったスト

レッチや、体幹を強

化するためのバラン

ストレーニングをし

ています。

ら
も
勉
強
を
続
け
、
詳
し
く
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
後
は
パ
ン
屋
を
始
め

る
予
定
で
す
。
オ
ー
プ
ン

ま
で
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
協
力
隊
の
活
動
を
通
じ
て

知
る
こ
と
が
で
き
た
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
八
幡
平
ら
し
い
パ

ン
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
の「
地
域
お
こ
し
」は
こ

れ
か
ら
が
本
番
。
私
の
よ
う
に

八
幡
平
の
景
色
・
温
泉
・
時
間

の
流
れ
が
好
き
な
人
が
増
え
る

よ
う
に
、
ま
ず
は
自
分
自
身
が

こ
こ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
、

移
住
を
考
え
て
い
る
人
に
い
い

な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

パン屋をオープンする予定

の八幡平温泉郷から見える

岩手山（私の好きな風景）

トピック展の見どころ②

摩
ま か

訶不思議な香炉型土器

読書マラソンの結果発表

　トピック展「足元に眠っていた歴史－八幡平市の

東北自動車道遺跡－」を開催中です。昭和5０年代の東

北自動車道建設工事に伴い、発掘調査が行われた市

内２０遺跡のうち、１4遺跡の土器を中心に、出土資料

約１１０点を展示しています。

　多種多彩な展示資料の中でもひときわ来館者の注

目を集めているのは、安代地区浅沢地域の水神遺跡

の土坑跡（食料となる木の実などを保存する貯蔵穴）

から、ほぼ完全な形で出土した「香炉型土器」です。

仏具の香炉に似ていることからその名で呼ばれてい

ます。

　全高１9㌢で、縄文時代後期後葉（約4,０００～３,5００年

前）の土器に分類されます。同時期の他の土器に比べ

て出土例は少なく、土器や石器など約３5,０００点（完形

の物や破片などを含む）を出土した水神遺跡でも、香

炉型土器はわずかに１個のみです。

　香炉型土器は、脚台を持つ器の上部にアーチや覆

いが付くユニークな形をしていますが、火をたいた

痕跡は見られず、現在でもその用途は不明のままで

す。竪穴住居の床面に置かれた特殊な出土例も見ら

れることから、祭りで使用する特別な土器だったの

ではないかと考えられます。

■期間　3月２9日㈮まで

朗読を楽しむ会を開催しました

　２月3日に朗読を

楽しむ会および読書

マラソン表彰式を行

いました。

　朗読を楽しむ会で

は、第２１回少年少女

の詩「江間章子賞」の

受賞作品から６作品が、詩の作者である児童・生徒に

よって元気に読み上げられ、会場は温かい拍手に包ま

れました。

　表彰式後、市朗読奉仕ほおずきの会は、群読「王子

とこじき」や紙芝居「オニのごちそう」などを披露し、来

場者は聞き入っていました。

◆平成３０年度読書マラソン結果

　昨年7月２０日から１２月２７日にかけて開かれた「読書

マラソン」の結果を発表します。

作者が元気に受賞作品を朗読

部　門 優勝者・貸出冊数

幼児読み聞かせの部 藤村紗
さ な

南ちゃん（下町二区）・59４冊

児童1・2年の部 中塚紗
さ よ い

良さん（両沼）・３8２冊

児童3・4年の部 髙橋花
は な え

恵さん（五百森）・２４２冊

児童5・６年の部 中塚紗
さ え

江さん（両沼）・３０１冊

大人の部 髙橋宗
むねよし

喜さん（南平笠）・２5１冊

　各部門の優勝者とその貸出冊数は、次の通りです。

読書マラソンで表彰された皆さん

　読書マラソンは、

期間中に読んだ本の

冊数を競うもので

す。３０年度は9３人が

参加。期間中の総貸

出冊数は、前回の約

２倍となる5,99３冊

でした。

正面 横
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皆さんからの情報をお寄せください。

企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1262

　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1264

防 犯

市
管
理
の
防
犯
灯
に

番
号
を
表
示
し
ま
し
た

　

防
犯
灯
が
点
灯
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
プ
レ
ー
ト
番
号
を
防
災
安
全
課
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
プ
レ
ー
ト
が
な
い
街

路
灯
な
ど
は
、
最
寄
り
の
自
治
会
や
町
内

会
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
は
、
２9
年
度
か
ら
行
っ
て
い
た
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
を
、
３
月

末
ま
で
に
完
了
し
、
市
内
全
域
が
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
パ
ソ
コ
ン
で
入

力
し
た
内
容
を
、
音
声
合
成
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
聞
き
取
り
や
す
く
放

送
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
外
拡
声
子
局
を
削
減
し
ま
し

た
が
、
高
性
能
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
音
の
到
達
す
る

範
囲
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
放
送
内
容
の
再
確
認
が
で
き
ま
す

　

4
月
１
日
か
ら
、
放
送
後
２4
時
間
以
内

の
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る「
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
し
ま
す
。

　

一
般
加
入
電
話（
一
部
の
Ｉ
P
電
話
を

除
く
）、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
か
ら
利

用
で
き
ま
す
が
、
通
話
料
は
利
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

▼
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

❶
☎
０
１
９
５
・
６
８
・
７
３
１
３

❷
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
通
話
の
途
中
で
も
切
断

は
可
能
で
す
。

　

利
用
者
が
集
中
し
た
場
合
、
お
待
た
せ

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
順
番
に
お
つ

な
ぎ
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

県
は
、
4
月
６
日
㈯
か
ら
１5
日
㈪
ま
で

を
新
入
学
期
の
交
通
事
故
防
止
推
進
期
間

と
し
て
い
ま
す
。

　

新
入
学
児
童
に
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
と

交
通
マ
ナ
ー
の
習
慣
付
け
を
呼
び
掛
け
る

と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
歩
行
者
保
護

意
識
や
道
路
横
断
者
の
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
で
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

ブロックをかいくぐりゴールに迫る鈴木友
ゆ う き

貴選手

はつらつとプレーする西根中（白）と沼宮内中の生徒

間近で観戦プロの迫力
岩手ビッグブルズ公式戦が市で初開催

　市初開催となるB3リーグ、岩手ビッグブルズ対東

京海上日動ビッグブルー戦が２月２、3日の両日、市

総合運動公園体育館で開かれ、１,２０6人の観衆がプロの

迫力あるプレーを堪能しました。

　試合前には中学生のエキシビジョンが組まれ、２日

は西根と西根第一・沼宮内の女子が、3日は西根と一

戸の男子が試合し、会場を盛り上げました。MVPを獲

得した西根中の戸津天
あ ま ね

寧さんは「いつもと違う雰囲気

の中でプレーできて楽しかった」と笑顔を見せました。

ゲレンデの斜面を勢いよく滑走し競技を楽しむ親子

親も子も雪遊び大好き
田山・あしろ・畑保育所（園）親子雪遊び

　田山保育所、あしろ保育園、畑保育園は２月１6日、

田山スキー場で親子雪遊びを合同開催しました。

　イベントには、約１７０人の親子が参加。子どもを乗

せたソリを親が引っ張るリレーや、職員の腰に付いて

いるスズランテープをつかみ取ってゴールまで走る

レースなど、4種目の雪遊びを楽しみました。

　滑った距離で競う「親子そりっこレース」に出場し

た田山保育所の八幡岳
たける

ちゃんは「遠くの方まで滑れて

とても楽しかった」と満面の笑みを浮かべていました。

　

市
内
の
防
犯
灯
や
街
路
灯
は
、
そ
の
所

有
者
が
電
気
料
金
の
支
払
い
や
電
球
な
ど

の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
、

誰
が
管
理
し
て
い
る
の
か
見
た
目
で
は
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
が
管
理
す
る

防
犯
灯
に
は
、
電
柱
な
ど
に
プ
レ
ー
ト
を

張
り
付
け
ま
し
た
。

防 災  

防
災
行
政
無
線
が

市
内
全
域
デ
ジ
タ
ル
化
へ

新
入
学
児
童
の
交
通
安
全

み
ん
な
で
呼
び
掛
け
よ
う

交 通

　

市
は
交
通

安
全
協
会
、

交
通
安
全
母

の
会
、
交
通

指
導
隊
な
ど

と
共
に
、
黄

色
い
羽
根
街

頭
配
布
な
ど

に
取
り
組
み

ま
す
。

黄色い羽根を配布（３０年度、大更小）
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

家政科学科が2年にわたり制作し
た雫石あねこ装束を県立博物館へ
引き渡しました（2月5日、平舘高）

熱水ハウスの活用本格化
市起業家支援センター企業立地協定書調印式

　市と㈱八幡平スマートファーム（兒玉則浩代表取

締役社長）は１月２9日、市役所で市起業家支援セン

ターにおける企業立地協定を結びました。

　同社は農地法に定める農地所有適格法人で、市と

包括連携協定を結ぶ㈱MOVIMASが事業を拡大す

るために設立。これまで栽培実証エリアの上寄木団

地でバジル栽培を進めてきましたが、高石野団地で

本格展開し、耕作放棄された熱水ハウスをIoT次世

代施設園芸として転換拡大していきます。 協定書を手に握手する（左から）兒玉社長と田村正彦市長

2年時の震災学習について発表する西根第一中の生徒

学びを未来への輝きに
第 1 回いわての復興教育児童生徒実践発表会

　第１回いわての復興教育児童生徒実践発表会（県教

委主催）は１月３０日、県民会館で開かれ、県内８つの

小・中・高・特別支援学校の児童生徒約１5０人が出演

し、それぞれの活動や成果を発表しました。

　本市からは西根第一中の２年生4人が出演。田老一

中との交流や避難所運営実習の取り組みを発表しま

した。出演した畠山莉
り く

空さんは「沿岸への訪問で被災

した人の声を聴き、実習でその立場になって考えるこ

とができた」と改めて学習の成果をかみしめました。

北東北の若きジャンパー8人が出
場した第１２回北東北学童ジャンプ
大会（2月3日、矢神飛躍台）

長年の自然公園保護管理員活動がた
たえられ、県環境保全活動知事表彰
を受けた畠山庄五郎さん（1月２6日）

食を学び健康ある生活を
生活習慣病予防のためのスキルアップ講習会

　生活習慣病予防のためのスキルアップ講習会（市

食生活改善推進連絡協議会主催）は２月１5日、平舘高

で開かれ、家政科学科の１年生２０人が受講しました。

　同協議会のメンバー7人は、朝食の必要性や食事

バランスの重要性などを説明し、野菜を多く取り入

れた料理の試食を振る舞いました。

　受講した工藤心
み ゆ

優さんは「１日に必要な量の野菜

を見て驚きました。これからはもっと野菜を食べよ

うと思います」と理解を深めていました。1日に必要とされる野菜の重さ３5０㌘を確認する生徒たち

昨年9月に植えた苗に実ったイチゴを
摘んで満足気な東慈寺保育園児（2
月１４日、サラダファーム食育体験）

地域農業の発展を担う
県農業農村指導士認定証書交付式

　県農業農村指導士認定証書交付式は２月7日、花巻

温泉ホテル紅葉館で行われ、農業・農村の振興に取り

組む優れた農業者へ認定証書が交付されました。

　本市からは、農業農村指導士に田村紀彦さん（酪

農、和牛繁殖など）＝寺田＝、古川友美さん（酪農、

和牛繁殖など）＝大花森＝が、青年農業士に松村洋さ

ん（水稲、ホウレンソウなど）＝両沼＝が認定。今後

は地域の農業者らに、農業技術・経営の向上と農村

地域の活性化に向け、指導的立場で臨みます。 認定者の皆さん（左から田村さん、古川さん、松村さん）

厳冬期に備え雪上訓練
八幡平遭難対策委員会厳冬期遭難救助訓練

　八幡平遭難対策委員会捜索救助隊の厳冬期遭難救

助訓練は２月１6日、旧八幡平スキー場周辺で行われ、雪

山での技術向上や緊急時の対応などを確認しました。

　訓練には同隊員と岩手警察署員の計９人が参加。

遭難者捜索・救出訓練、天候の回復待機でビバーク

（緊急事態の野宿）を想定した雪洞作製訓練などを行

いました。田中耕一隊長は「悪天候で、訓練日和と

なった。遭難は起きないに越したことはないが、もし

もの時に備えて訓練は必要」と気を引き締めました。

2月１7日で１００歳を迎えられた中村
正三さんと妻のアイさん（95）＝大
泉＝（2月１8日、陽だまりの家平舘）

そばの魅力を五感で学ぶ
盛岡法人会西根・安代支部合同経済講演会

　（公社）盛岡法人会西根・安代支部合同経済講演会

は１月３０日、新安比温泉静流閣で開かれ、（一社）全麺

協の中谷信一理事長の講演を通じて、そばの魅力で国

際交流や地域おこしにつなげることを学びました。

　講演の前段では全麺協によるそば打ちが実演され、

試食のそばが振る舞われました。参加者の盛岡農高で

そば研究班に所属する吉川隆聖さん（２年）は「自分も

もっと五感を磨いて技術を高めたい」とそばの魅力を

あらためて感じていました。そば打ち5段の技を目に焼き付けようとする参加者

ビバーク用の雪洞を作製する参加者（写真：捜索救助隊提供）
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に
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謝
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ボ
ー
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技
で
世
界
を
目
指
す１５００㍍で自己最速の滑りを見せた

津志田選手（１２月２３日、東北中学校

大会）（写真提供：西根第一中）

　平成15年生まれ。寺田小５年時、いわてスー

パーキッズ第８期生に合格。中学から相撲と

スピードスケートを始める。30年12月の東北

中学校大会で２位に入賞し、全国大会へ出場。

相撲では、７月の県中学校総体で団体優勝に

貢献し、第48回全国中学校大会の個人戦、団

体戦へ出場した。身長18７㌢、体重７6㌔。
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わ
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０
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０
０
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０
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９
５
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。
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。
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。
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。
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